
『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
と
出
版
（
安
永
三
、
一
七
七
四
）
に
よ
っ
て
、
西
洋
解
剖
学
の
受
容
と
紹
介
が
な
さ
れ
て
以
来
、
外
科
学
、
内
科
学
、

薬
物
学
な
ど
各
分
野
の
受
容
と
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
生
理
学
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
西
洋
生
理
学
の
受
容
と
紹
介
に
つ
い
て
、
と
く

（
一
）

に
、
江
戸
時
代
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
内
山
孝
一
の
立
派
な
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
終
る
わ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、

明
治
時
代
以
後
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
余
地
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
宇
田
川
椿
奄
（
一
七
九
八
’
一
八
四
六
）
の
西
洋
生
理
学
の
受
容
と
紹
介
に
つ
い
て
、
主
に
呼
吸
を
中
心
に
検
討
し
、
さ
ら
に
、

（
一
一
）

熔
蓄
以
前
の
青
地
林
宗
（
一
七
八
四
’
一
八
三
三
）
、
高
野
長
英
（
一
八
○
四
１
五
○
）
の
場
合
と
比
較
し
た
。
そ
の
後
、
椿
電
以
後
に
関
心

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
府
藩
県
制
時
代
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
が
は
じ
ま
り
、
明
治
時
代
に
視
点
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
つ
い
て
は
、
大
沢
謙
二
（
一
八
五
二
’
一
九
二
八
）
に
始
ま
る
実
験
生
理
学
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、
西
洋
生

理
学
の
受
容
と
紹
介
は
、
明
治
時
代
に
お
い
て
も
、
重
要
な
状
況
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

研
究
の
準
備
作
業
と
し
て
、
刊
本
、
稿
本
を
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
。
必
然
的
に
、
年
表
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
稿
本
に

つ
い
て
は
、
成
立
年
不
明
の
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
結
果
と
し
て
は
、
刊
本
の
年
表
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
、
生
理
学
的
内
容
を
含
む
稿
本

生
理
学
書
出
版
（
仮
）
年
表

ｌ
江
戸
か
ら
明
治
前
期
ま
で
Ｉ

矢
部
一

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
三
号

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行

郎
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が
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
時
代
の
記
載
方
法
に
合
せ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
場
合
、
刊
本
が
多
い
と
は
い
え
な
い
の
で
、

『
解
体
新
書
』
以
来
の
刊
本
の
年
表
と
し
た
。

明
治
時
代
に
つ
い
て
は
、
生
理
学
書
に
限
定
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
場
合
、
生
理
学
書
以
外
の
も
の
で
も
、
生
理
学
的
内
容
を
含
む
も
の

も
、
と
り
あ
げ
た
。
解
剖
学
書
、
病
理
学
書
、
内
科
学
書
、
診
断
学
書
、
薬
物
書
、
理
学
書
な
ど
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
場
合
、
生
理
学
書
の

刊
本
は
多
く
な
い
。
ま
た
、
当
時
の
解
剖
学
書
、
病
理
学
書
な
ど
に
お
い
て
、
か
な
り
生
理
学
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
西
洋
生
理
学

（
一
）

の
受
容
と
紹
介
を
的
確
に
知
る
た
め
に
は
、
生
理
学
害
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
一
）

年
表
の
作
成
は
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
、
内
山
の
著
作
を
中
心
に
、
明
治
時
代
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館
の
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
を

（
三
）
（
四
’
一
四
）

中
心
に
、
図
書
館
の
蔵
書
目
録
そ
の
他
を
利
用
し
て
お
こ
な
っ
た
。
年
表
は
、
明
治
二
○
（
一
八
八
七
）
年
ま
で
と
し
た
。
明
治
一
九
年
に
帝

国
大
学
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
意
識
し
た
わ
け
で
あ
る
。
翻
訳
書
の
場
合
は
原
典
、
著
書
の
場
合
は
参
考
書
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
名

の
原
綴
、
生
没
年
な
ど
、
知
り
得
た
範
囲
で
、
付
記
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年

『
官
能
真
言
』
一
冊

一
八
○
五
（
文
化
二
）
年

一
七
七
四
（
安
永
三
）
年

『
解
体
新
書
』
四
巻
附
図
一
巻
杉
田
玄
白
（
解
剖
）

言
冨
昌
昌
シ
§
日
嗣
巳
日
易
（
届
＄
１
く
ご
念
）
（
独
）
○
昌
の
①
烏
巨
且
面
①
目
騨
匡
目
｝
弓
龍
．
（
蘭
訳
本
）

江
戸
時
代

大
槻
玄
沢
（
生
理
）
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一

『
重
訂
解
体
新
書
』
全
二
一

一
八
二
七
（
文
政
一
○
）
年

『
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
』
三
巻
三
冊
附
図
一
帖
宇
田
川
榛
斎
（
解
剖
）

旨
冨
ロ
ロ
シ
§
日
嗣
巳
冒
易
〉
聾
①
ぐ
⑦
口
四
四
国
百
四
耳
（
扇
９
１
ｔ
ご
ｇ
）
（
独
）

胃
冨
旨
醇
辱
目
（
蘭
）
（
息
８
１
く
目
ｇ
）
国
の
①
弄
巨
且
狩
①
○
且
①
の
佳
畠
く
閏
〕

『
和
蘭
医
話
』
二
巻
伏
屋
素
狄
（
生
理
）

『
和
蘭
医
話
』
二
巻
枠

八
○
八
（
文
化
五
）
年

『
三
才
顎
管
』
三
巻
岸

八
二
六
（
文
政
九
）
年

『
気
海
観
潤
』
一
巻
青
地
林
宗
（
理
学
）

〕
・
冨
口
胃
吻
冒
湧
（
局
震
Ｉ
扇
路
）
（
蘭
）
ｚ
凹
冒
昌
冒
且
侭
幹
買
）
。
弓
。
鼻
．

『
医
原
枢
要
』
巻
一
（
内
編
一
冊
）
高
野
長
英
（
生
理
）

①
①
○
個
”
唖
目
の
昌
画
す
ぐ
（
弓
＄
ｌ
届
巨
）
（
仏
）
］
○
冨
周
日
国
討
身
匡
胄
国
自
国
の
ご
冨
呂
（
弓
紹
ｊ
ｔ
扇
ら
）
（
独
）
①
『
○
国
§
品
冒
鼬
（
日
号
圃

ｚ
四
目
』
『
宮
口
号
ぐ
閏
》
号
昌
冒
ｇ
吻
呂
〕
扁
閉
（
蘭
訳
本
）
、
弓
胃
。
§
司
苫
』
唱
』
胃
嗣
○
○
ｍ
⑦
○
司
早
ｔ
届
ｇ
）
（
独
）
国
営
号
。
鼻
号
再
ｚ
四
目
，

冒
冨
昌
号
ぐ
四
目
号
昌
昌
ｇ
切
目
》
届
８
（
蘭
訳
本
）

『
西
医
原
病
略
」
一
冊
小
関
三
英
（
病
理
）

Ｑ
の
○
掲
夛
室
胃
言
曽
○
胃
冨
Ｏ
ｇ
ｏ
Ｏ
易
言
巨
呂
（
ご
震
１
ｔ
届
亀
）
（
独
）
○
の
旨
の
①
ぃ
冒
昌
＆
ぬ
函
煙
目
今
○
鼻
ぐ
○
○
同
国
鼻
房
呂
曾
辱
胃
冒
》
届
弓

〕
○
ず
ロ
ロ
ロ
①
、
国
巨
〕
の
（
得

八
三
二
（
天
保
三
）
年

『
医
原
枢
要
』
巻
一
雷

①
８
個
の
ｍ
Ｃ
庸
巨
苛
苛

ｚ
曲
目
Ｅ
●
百
日
Ｑ
の
ぐ
ぃ
目

巨
胃
宍
冒
目
。
①
く
い
ロ
Ｑ
①
ロ

『
西
医
原
病
略
」
一
冊

Ｑ
の
○
詞
ご

（
蘭
訳
本
）

広
瀬
周
伯
（
理
学
）

三
巻
附
図
一
帖
杉
田
玄
白
訳
大
槻
玄
沢
重
訂
（
解
剖
）

旨
２
ミ
島
の
２
○
頁
目
の
シ
ロ
昌
○
目
の
》
晟
尉
（
蘭
訳
本
）
、

堕
望
戸
角
①
ロ
、
○
ず
①
目
旧
旨
彦
創
囚
【
旨
．
》
』
「
酋
酔

』
劃
の
⑭
。
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一
八
三
六
（
天
保
七
）
年

『
導
籔
私
録
』
三
巻
小

一
八
三
七
（
天
保
八
）
年

『
舎
密
開
宗
』
二
一
巻

一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年

『
機
体
一
覧
』
一
冊
圭

一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年

一

『
病
学
通
論
』
三
巻
緒
方
洪
庵
（
病
理
）

ｏ
言
．
営
○
吾
葛
農
⑦
言
戸
国
』
壁
閏
己
（
弓
ｓ
１
ｔ
届
鵠
）
（
独
）
闘
吾
○
ざ
喝
①
島
国
⑦
廓
⑦
冒
且
⑦
．
届
白
（
蘭
訳
本
）

ｏ
・
言
．
Ｃ
Ｏ
旨
号
昌
ｇ
』
国
創
昌
号
。
鼻
骨
局
ど
鴨
目
の
ｇ
の
凶
の
唇
の
冒
且
①
》
畠
弓
（
蘭
訳
本
）

團
葭
弓
炭
且
閏
胃
目
同
日
胃
（
ご
副
ｌ
屈
邑
）
（
独
）
凶
①
諄
の
‐
序
月
旦
ど
鴨
日
⑦
ｇ
⑦
凶
⑦
雷
の
冒
昌
の
、
属
目
（
蘭
訳
本
）

］
・
富
ロ
ロ
ミ
農
の
冒
国
の
冒
昌
３
９
日
画
＆
（
弓
９
１
岳
臼
）
（
独
）
の
蘭
訳
本

シ
ョ
昏
巴
日
の
閤
呂
①
３
且
角
司
？
！
届
ち
）
（
仏
）
ン
．
閃
匡
５
３
目
色
、
言
①
昌
之
①
①
８
口
号
①
唱
口
唖
堅
の
旨
号
目
ｚ
四
目
胃
冒
且
①

『
導
籔
私
録
』
三
巻
小
出
君
徳

八
三
四
（
天
保
五
）
年

『
植
学
啓
原
』
三
巻
宇
田
川
熔
奄

『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
九
巻

］
・
国
．
里
匡
日
⑦
ロ
冨
呂
（
独
）
。
ｇ
同

前
出
目
・
吟
．
閃
○
○
ｍ
①
の
生
理
学
書

］
○
医
四
口
目
三
三
陸
ぽ
座
員
戸
閉
閂
凰
旨
昌
一

シ
ョ
ヰ
邑
日
①
閃
甘
言
門
曽
己
（
ゞ

旨
ｇ
“
号
、
届
隠
（
蘭
訳
本
）

赤
松
哲
夫

宇
田
川
椿
竜
（
化
学
）

ｏ
８
ｐ
号
①
唱
易
巴
①
ロ
号
崖
、
ｚ
四
目
胃
冒
且
⑦
ぐ
沙
旨
号
ご
胃
ｇ
堕
呂
》
儲
閉
（
蘭
訳
本
）

（
生
理
）

へ

解
剖
一

（
植
物
）

宇
田
川
榛
斎
訳
宇
田
川
椿
電
校
補
（
薬
物
）

ぐ
四
目
ｑ
①
ロ
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一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年

『
気
海
観
潤
広
義
』
一
云

前
出
勇
田
口
湯
の
理

］
・
Ｚ
，
房
さ
ａ
旨
い
（
純

一
八
五
五
（
安
政
二
）
年

一
一

八
五
六
（
安
政
三
）
年

『
利
摂
蘭
度
人
身
窮
理
』

前
出
Ｐ
．
四
号
①
日
ロ
Ｑ

『
知
生
論
」
三
巻
広
瀬

Ｐ
Ｑ
Ｃ
南
国
も
ｑ
（
冒
吟
中

『
理
学
提
要
』
五
巻
広

前
出
］
・
Ｚ
，
房
守
ａ
旨
、

八
五
七
（
安
政
四
）
年

『
西
医
脈
鑑
』
一
巻
広

少
目
号
○
日
①
冒
昌
（
蘭

『
察
病
亀
鑑
』
三
巻
吉

。
ご
宮
。
嘗
乏
号
島

『
人
身
生
活
機
能
位
置
綱
目
之
図
解
』
一
冊
広
瀬
元
恭
（
生
理
）

前
出
少
．
闇
。
胃
国
且
の
生
理
学
書
第
九
版
（
一
八
二
六
）

一
巻
広
瀬
元
恭
（
診
断
）

冒
昌
（
蘭
）
原
の
号
。
鼻
骨
味
．
○
国
品
匡
濤
の
○
ｇ
①
の
唖
冒
冒
号
》
扁
罵

三
巻
青
木
浩
斎
（
診
断
）

鬘
号
堅
日
国
目
匿
い
且
（
弓
９
１
房
患
）
（
独
）
国
〕
ｏ
三
局
匙
○
局
』
胃
①
ｓ
ｏ
巨
日
．

身
窮
理
』
三
巻
広
瀬
元
恭

旨
富
国
目
の
生
理
学
書

巻
広
瀬
元
恭
（
生
理
）

く
（
旨
お
ｌ
扇
ｇ
）
（
蘭
）
弓
ご
ぃ
目
。
唱
鳥

五
巻
広
瀬
元
恭
（
理
学
）

房
守
壗
忌
畠
の
理
学
言

一
五
巻
川
本
幸
民
（
理
学
）

の
理
学
言
及
び
く
。
弄
堕
‐
邑
騨
日
日
冒
且
①
》

（
独
）
ｚ
呉
巨
目
鼻
巨
且
狩
国
閏
戸
号
○
鼻
》

■

国
昌
巨
四
員
○
○
ｇ
ｏ
目
、
》
岳
８

』
、
唖
胃

届
麗
（
蘭
訳
本
）

国
色
己
色
の
丘
冒
、
計
ｇ
Ｑ
①
。
①
目
⑦
⑦
降
冒
丘
侭
①
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一
八
七
○
（
明
治
三
）
年

『
日
講
記
聞
』
六
巻
原

抱
独
英
ポ
ー
ド
イ
〉

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年

『
解
体
生
理
図
説
』
四
巻

維
廉
社
児
寧
児
イ
皿

砲
門
四
屍
件
ご
〆
』
、
い
い
（
茜

『
全
体
新
論
』
二
巻
△

合
信
は
国
①
昌
画
目
目

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年

『
内
科
新
説
』
三
巻
今

一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年

『
初
学
人
身
窮
理
』
二
冊
カ
ッ
ト
ル
著
松
山
棟
庵
、
森
下
岩
楠
訳
松
山
棟
庵
刊

『
生
理
発
蒙
』
一
四
巻
島
村
鼎
甫
（
生
理
）

匡
冨
鼻
（
蘭
）
の
生
理
学
書
（
一
八
五
五
年
版
）

（
」
函
四
○
、
ｒ
鶴
、
房
）

明
治
時
代六

巻
原
生
科
神
経
編
、
飲
食
消
化
編
抱
独
英
口
授
大
学
東
校
官
板
東
京
島
村
利
助

ポ
ー
ド
イ
ン
シ
ロ
号
。
ｐ
旨
い
国
凹
昌
ｏ
胃
巨
ぃ
厨
且
巳
目
（
届
隠
ｌ
駅
）
（
蘭
）
（
届
総
１
＄
》
霊
ｌ
ざ
滞
日
）

昌
巻
維
廉
社
児
寧
児
著
島
村
鼎
甫
閲
佐
々
木
東
洋
訳
東
京
島
村
利
助

ィ
ル
レ
ム
ト
ル
ネ
ル
葛
晨
四
日
目
胃
冒
目
の
『
（
届
笛
ｌ
后
扇
）
（
英
）
佐
々
木
東
洋
（
届
閉
１
ｓ
届
）
島
村
鼎
甫

（
蘭
訳
本
）

合
信

合
信
（
翻
刻
本
）
（
解
剖
）

国
。
宮
。
口
（
届
勗
、
く
国
）
（
英
）

（
翻
刻
本
）
（
内
科
）
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一一

カ
ッ
ト
ル
ｏ
閏
ぐ
旨
○
巨
茸
９
（
米
）
松
山
棟
庵
（
届
＄
ｌ
思
届
）

『
生
理
新
論
」
四
巻
四
冊
越
爾
墨
連
士
著
松
村
矩
明
訳
大
阪
啓
蒙
義
舎
（
浅
井
吉
兵
衛
）

越
爾
墨
連
士
エ
ル
メ
レ
ン
ス
○
ご
胃
置
騨
口
憲
。
号
厚
目
の
再
冒
“
（
扁
虐
１
９
）
（
蘭
）
（
届
ご
ｌ
詞
滞
日
）

『
嗜
氏
生
理
記
聞
』
三
巻
三
冊
塔
曠
英
（
ポ
ー
ド
イ
ン
、
蘭
）
口
授
門
人
筆
記
京
都
若
林
喜
助
（
合
書
堂
）

『
嗜
氏
生
理
記
聞
』

八
四
七
（
明
治
七
）

『
生
体
便
蒙
歌
』
上
下
一

八
七
五
（
明
治
八
）
年

『
生
理
記
聞
（
嗜
氏
）
』
一
冊
曙
曠
英
（
ポ
ー
ド
イ
ン
）
述
京
都
村
上
勘
兵
衛
等

『
全
体
新
論
』
巻
之
一
合
信
著
森
鼻
宗
次
編
発
竜
堂

『
全
体
新
論
訳
解
並
図
式
添
』
三
巻
合
信
著
石
黒
厚
訳
静
観
堂

『
全
体
新
論
訳
解
』
四
巻
四
冊
合
信
著
高
木
熊
三
郎
訳
文
栄
堂

『
仮
字
附
人
身
窮
理
』
三
巻
須
越
独
列
児
（
ス
エ
ド
レ
ル
、
独
）
著
大
野
恒
徳
訳
東
京
英
蘭
堂

『
生
体
便
蒙
歌
』
上
下
二
冊
鈴
木
柔
、
三
宅
禎
、
三
宅
恒
共
著
知
新
堂

『
解
剖
生
理
浅
説
』
四
冊
マ
ル
チ
ン
ダ
ル
著
小
林
義
直
訳
東
京
蘆
湾
漁
舎
（
小
林
義
直
）

］
○
ｍ
⑦
ｇ
ｏ
・
冒
胃
冒
烏
庁
（
米
）
国
巨
日
脚
国
シ
旨
呉
○
日
覇
宅
ご
吻
巨
○
塑
画
且
国
涜
尉
邑
の
．

『
人
身
問
答
』
前
後
二
冊
江
馬
元
齢
著
大
阪
岡
安
慶
介
刊

『
生
理
書
（
弗
氏
）
』
七
冊
弗
知
遜
著
坪
井
為
春
、
小
林
義
直
訳
文
部
省
蔵
版

弗
知
遜
（
ホ
ュ
チ
ソ
ン
）
］
・
の
①
ｇ
ｏ
言
』
、
日
脚
唖
国
巨
甘
匡
、
。
旨
（
扇
呂
’
昭
）
（
米
）
弓
３
房
の

］
○
ｍ
ｇ
彦
。
、
冒
騨
］

『
人
身
問
答
』
前
後

『
生
理
書
（
弗
氏
）
』

弗
知
遜
（
ホ
ュ
↓

、
○
ず
○
○
房
》
』
⑭
『
い

『
生
理
略
説
』
二
冊

年
須
越
独
列
児
著
柳
元
永
訳
秋
田
病
院
編
秋
田
県
医
学
校
（
聚
珍
社
）

○
昌
弔
彦
湧
巨
○
喝
閏
旦
国
謁
尉
目
⑦
ざ
旨
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一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年

『
初
学
人
身
窮
理
字
解
』
一
冊
河
野
通
宏
編
大
阪
奥
田
栄
世
刊

『
生
理
訓
蒙
』
三
巻
三
冊
恵
美
麗
全
ミ
レ
、
独
）
著
菅
野
虎
太
訳
大
阪
真
部
武
助
刊

一
八
七
五
年
刊
の
ド
イ
ツ
の
小
学
生
向
け
の
生
理
書

『
生
理
害
（
達
爾
頓
氏
）
』
一
○
冊
ダ
ル
ト
ン
著
藻
寄
隆
次
訳
物
部
誠
一
郎
校
大
阪
文
海
堂

号
ｇ
ｏ
農
己
昌
８
口
胃
．
（
扇
囲
１
＄
）
（
米
）
司
曙
８
房
①
○
口
国
巨
冒
画
昌
甸
ご
“
巨
○
電
》
届
囹
．

『
生
理
害
（
華
氏
）
』
二
冊
坪
井
為
春
訳
補
埼
玉
医
蜑

国
ｇ
ご
国
画
易
言
局
①
（
扁
鬮
ｌ
器
）
（
米
）
シ
ｇ
旨
い
胃
ｏ
言
ｍ
・
再
胃
昌
①
島
。
匙
、
骨
巨
。
２
》
届
＄
．

『
生
理
提
要
』
一
二
巻
一
二
冊
ホ
ク
ス
レ
ー
箸
ユ
ー
マ
ン
ス
訂
小
林
義
直
訳
英
蘭
堂

ホ
ク
ス
レ
ー
目
５
日
農
国
ｇ
ご
国
戸
邑
昌
（
畠
誤
ｌ
鵠
）
（
英
）
ユ
ー
マ
ン
ス
ミ
旨
騨
日
冨
』
皇
国
。
民
日
脚
旨
い
（
届
協
１
勺
）
（
米
）

目
冨
国
⑦
日
①
日
切
９
勺
ご
切
目
○
喝
回
国
Ｑ
国
謁
月
。
①
）
扁
蜀
．

『
小
学
人
体
窮
理
問
答
』
一
冊
永
田
方
正
抄
訳
大
阪
岡
田
茂
兵
衛
刊

『
新
潟
病
院
講
筵
日
記
』
巻
之
一
生
理
篇
一
冊
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヘ
ー
デ
ン
述
小
石
第
二
郎
訳
新
潟
病
院
刊

葛
．
ぐ
画
邑
号
獄
国
の
瓦
９
（
蘭
）
（
届
蜀
ｌ
圏
．
段
ｌ
程
滞
日
）

『
人
体
部
分
問
答
』
一
冊
小
林
義
則
編
横
浜
金
港
堂

『
人
体
問
答
』
一
冊
中
里
亮
編
東
京
山
中
市
兵
衛
刊

『
初
学
人
身
窮
理
』
上
下
二
冊
二
刻
カ
ッ
ト
ル
著
松
山
棟
庵
、
岩
下
岩
楠
共
訳
東
京
訳
者
刊

『
百
科
全
書
動
物
及
人
身
生
理
学
』
二
冊
田
代
基
徳
訳
文
部
省
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戌
遜
陸
曙
葛
・
］
．
厚
農
】

『
生
理
各
論
（
越
氏
）
』
一

『
体
液
成
分
篇
（
生
理
要
唾

一
八
七
八
（
明
治
二
）
年

『
人
身
生
理
解
剖
字
引
』
一

『
通
俗
全
体
新
論
』
初
編

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年

『
済
生
化
学
』
一
冊
房
巨
一

一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年

『
人
身
生
理
解
剖
』
三
冊
戌
遜
著
志
賀
雷
山
訳
栃
木
町
集
英
堂

戌
遜
普
君
・
］
・
厚
画
吻
日
烏
葛
爵
。
園
（
届
８
１
霞
）
（
英
）

『
生
理
各
論
（
越
氏
）
』
二
冊
越
爾
蔑
腱
斯
（
エ
ル
メ
レ
ン
ス
）
著
大
久
保
常
成
訳
島
村
利
助
刊

『
体
液
成
分
篇
（
生
理
要
略
）
』
一
冊
松
尾
耕
三
編
大
阪
文
海
堂

『
済
生
化
学
』
一
冊
房
曼
著
久
原
躬
弦
訳
久
米
井
隆
吉
刊

『
小
学
人
身
生
理
談
』
一
冊
斎
藤
寿
蔵
編
大
津
五
車
堂

『
小
学
生
理
書
』
四
巻
三
冊
ホ
ス
ト
ル
・
エ
ム
著
桑
田
衡
平
閲
古
渡
資
秀
訳
訳
者
刊

ホ
ス
ト
ル
・
エ
ム
巨
旨
冨
巴
胃
胃
９

『
生
理
小
学
（
満
氏
）
』
三
冊
満
私
歌
児
篤
著
佐
藤
方
朔
訳
大
阪
藤
井
克
三
、
小
西
松
三
刊

満
私
敵
児
篤
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
９
易
冒
員
？
。
侭
①
ぐ
２
］
昌
凹
目
ぬ
ぐ
の
胃
（
扇
閏
ｌ
ご
岳
）
（
蘭
）
（
扇
忠
ｌ
弓
滞
日
）

『
生
理
提
要
附
録
』
上
中
下
三
冊
ホ
ク
ス
レ
ー
著
ユ
ー
マ
ン
ス
訂
生
田
安
宅
訳
小
林
義
直
閲
岡
山
生
田
安
宅
刊

『
生
理
問
答
（
小
学
必
読
）
』
三
冊
松
尾
耕
三
著
大
阪
山
本
重
助
刊

『
東
京
大
学
医
学
全
書
生
理
篇
』
巻
－
１
巻
一
二
チ
ー
ゲ
ル
講
橘
良
佳
、
山
崎
元
脩
、
谷
口
謙
訳
芸
香
社
一
八
七
九
’
八
二
年
刊

言
盲
目
ロ
厚
昌
鷺
園
侭
巴
（
扇
ら
、
ｊ
も
）
（
独
）
（
届
司
１
１
田
滞
日
）

一
冊
中
島
操
編
志
賀
雷
山
閲
栃
木
栃
木
町
集
英
堂

二
巻
一
冊
合
信
著
松
井
惟
利
抄
訳
石
井
修
軒
閲
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一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年

『
生
理
学
』
二
冊
賀
古
鶴
所
訳
刀
圭
書
院

『
生
理
書
』
七
冊
文
部
省
蔵
版
大
川
新
吉
刊

『
生
理
学
（
鼈
傑
児
）
』
上
下
二
冊
長
谷
川
泰
刊

『
生
理
書
』
一
冊
文
部
省
蔵
版
大
阪
岡
島
真
七
刊

『
生
理
養
生
論
』
四
巻
合
本
一
冊
カ
ル
ウ
ヰ
ン
、
カ
ッ
ト
ル
箸
小
林
義
直
訳
小
林
義
直
、
島
村
利
助
刊

『
小
学
生
理
訓
蒙
』
二
冊
宇
田
川
準
一
編
同
盟
舎

『
生
理
問
答
（
小
学
必
読
）
』
二
冊
松
尾
耕
三
著
高
橋
正
純
訂
大
阪
積
玉
圃

『
初
学
人
身
窮
理
（
喝
氏
）
』
上
下
二
冊
掲
図
記
骨
格
の
部
四
丁
喝
登
留
（
カ
ッ
ト
ル
）
著
伊
藤
正
信
訳
東
洋
館

『
初
学
人
身
窮
理
後
編
』
上
中
下
三
冊
カ
ッ
ト
ル
著
松
山
棟
庵
、
森
下
岩
楠
訳
棲
霞
堂
（
慶
応
義
塾
出
版
社
）

『
初
学
人
身
窮
理
字
引
』
一
冊
鹿
野
至
良
編
明
善
堂

『
生
理
学
』
上
下
二
冊
永
松
東
海
著
丸
屋
善
七
、
島
村
利
助
刊

『
生
理
小
学
』
一
冊
三
好
学
編
大
岩
貫
一
郎
閲
名
古
屋
栗
田
東
平
刊

『
生
理
書
補
遺
』
一
冊
弗
知
遜
著
久
松
義
典
訳
青
山
清
吉
刊

『
人
身
生
理
学
』
三
巻
三
冊
松
山
誠
二
纂
述
坪
井
信
良
校
閲
東
京
島
村
利
助
刊

『
生
理
訳
語
集
（
音
引
）
」
一
冊
松
山
誠
二
訓
注
雪
傑
書
屋

『
生
理
全
書
』
上
・
下
藤
堂
軸
三
訳
競
英
堂

『
解
剖
生
理
学
語
部
』
一
冊
奥
山
扁
章
編
牧
野
吉
兵
衛
刊
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一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年

『
小
学
人
身
窮
理
初
歩
』
三

『
新
撰
生
理
害
』
上
下
二
冊

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年

『
歌
爾
蔓
氏
生
理
学
』
上
で

歌
爾
蔓
へ
ル
マ
ン
胃

『
初
学
生
理
書
字
引
』
五

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年

・
ノ
・
ノ
ー
ノ
〆
日
勺
衲
一
Ｊ
／
旦
企

『
生
理
新
説
』
一
冊
小
林
省
三
編

『
訓
解
普
通
生
理
学
」
上
下
二
冊
江
馬
春
熈
著
丸
屋
善
七
刊

『
人
体
解
剖
図
解
（
生
理
小
学
）
』
一
冊
林
崇
編
貫
誠
堂

『
人
体
生
理
図
ｌ
付
号
解
ｌ
』
一
冊
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
著
西
郷
吉
義
訳
田
口
和
美
閲
辻
謙
之
介
、
阪
上
半
七
刊

『
人
身
生
理
学
」
上
中
下
合
本
一
冊
松
山
誠
二
著
松
山
誠
二
刊
改
正
二
版

『
新
纂
医
用
化
学
』
上
編
グ
リ
ー
ン
著
八
杉
利
雄
、
藤
田
正
方
訳
英
蘭
堂

『
生
理
小
学
』
三
巻
三
冊
林
崇
著
貫
誠
堂

「
小
学
生
理
篇
』
巻
之
三
一
冊
榧
木
寛
則
訳
榧
木
寛
則
刊

『
初
学
人
身
窮
理
（
増
補
訂
正
と
上
下
二
冊
カ
ッ
ト
ル
著
松
山
棟
庵
編
棲
霞
堂

上
下
二
冊
江
口
襄
訳
刀
圭
書
院
（
原
田
貞
吉
）

》
Ｆ
届
佳
日
日
出
の
『
目
四
口
目
（
馬
路
ｌ
ご
辰
）
（
独
）
国
閏
己
宮
』
９
号
『
弓
ご
い
巨
○
唱
①
》
扇
９
．

－
冊
塩
原
恵
助
編
坪
井
為
春
閲
埼
玉
鴻
巣
町
盛
化
堂

三
冊
篠
田
正
作
編
飯
田
信
逸
閲
大
阪
岡
島
真
七
刊

冊
福
岡
林
斧
介
等
刊

長
野
梓
村
小
沢
省
三
刊

377 （97）



江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
、
稿
本
は
、
刊
本
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
稿
本
類
は
、
成
稿
年
が
不
明
で
、
年
表

に
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
稿
本
類
を
無
視
し
て
、
年
表
だ
け
で
、
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
不
備
な
点

も
多
い
年
表
を
公
表
し
た
の
は
、
そ
の
欠
を
補
っ
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
御
教
示
を
期
待
し
た
た
め
で
あ
る
。

医
学
生
対
象
の
専
門
書
、
教
科
書
類
は
、
一
般
に
地
方
医
学
校
、
医
術
開
業
試
験
対
象
の
も
の
で
あ
り
、
原
語
教
育
を
行
な
っ
た
東
校
、
大

学
東
校
、
東
京
医
学
校
、
東
京
大
学
の
本
課
生
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
中
央
の
医
学
生
に
関
し
て
は
、
こ
の
年
表
で
探
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
医
学
教
育
用
や
医
術
開
業
試
験
受
験
用
の
本
の
地
方
に
お
け
る
出
版
は
、
こ
の
年
表
で
見
ら
れ
る
よ
り
、
も
っ
と
多
か
っ
た
と
思

こ
の
年
表
は
、
後
に
示
す
様
に
、
い
く
つ
か
の
図
書
館
蔵
書
目
録
な
ど
を
中
心
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、
刊
本
を
す
べ
て
収
録
し
た
も
の
で
は

な
い
。
明
治
時
代
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
初
版
、
再
版
な
ど
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
捕
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
初
等
教
育
の
た
め

の
も
の
か
ら
、
専
門
書
ま
で
、
区
別
で
き
な
い
ま
ま
収
録
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
年
表
の
後
半
で
は
、
翻
訳
書
の
原
著
者
、
原
典
を
明
示
で
き

今
迄
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
表
か
ら
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
二
、
三
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
生
理
学
書
は
、
幕
末
の
安
政
年
間
以
降
に
な
っ
て
、
や
っ
と
、
ま
と
ま
っ
た
形
の
も
の
が
出
版
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
西
洋
の
生
理
学
的
知
識
は
、
他
の
医
学
分
野
の
刊
本
、
稿
本
に
よ
り
、
ま
た
生
理
学
の
稿

本
に
よ
り
、
受
容
し
普
及
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
時
代
に
お
い
て
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
ま
で
、
生
理
学
害
が
、
ほ
と
ん
ど
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
四
年
廃
藩
置
県
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
年
、
文
部
省
が
新
設
さ
れ
、
翌
五
年
、
学
制
が
制
定
さ
れ
た
。
維
新
か
ら
明
治
四
年
ま
で
は
、
府
藩
県
制
時
代
と
呼
ば
れ
、
流
動

い
。
ま
ュ

わ
れ
る
。

な
か
っ
た
。

『
普
通
生
理
衛
生
学
』
上
中
下
合
本
一
冊
勃
古
（
ポ
ッ
ク
）
著
後
藤
新
平
訳
忠
愛
社
丸
善
刊
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（
一
七
）

的
な
時
代
で
あ
っ
た
。
医
学
書
は
全
分
野
に
わ
た
り
、
明
治
五
年
以
降
と
比
べ
て
、
刊
行
数
は
少
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
生
理
学
書
の
刊
行
数
は
非
常
に
多
い
。
こ
の
年
、
刊
行
さ
れ
た
解
剖
学
書
、
生
理
学
書
は
、
一
五

部
に
及
ぶ
と
い
う
情
報
も
あ
証
走
』
）
↑
お
そ
ら
く
、
も
っ
と
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
、
医
術
開
業
試
験
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
医
制
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
第
三
七
条
に
は
、
医
術
開
業
試
験
の
規
定
が
あ
る
。
試
験
科
目
に
は
、
「
生
理

学
大
意
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
翌
八
（
一
八
七
七
）
年
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
で
医
術
開
業
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。
明
治
九
年
に
は
、
全
国
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
受
験
用
の
生
理
学
書
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
、
医
術
開
業
試
験
規
則
が
で
き
た
。
各
府
県
で
行
っ
て
い
た
試
験
を
、
全
国
的
に
統
一
し
、
内
務
省

が
出
題
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
難
易
の
不
公
平
を
な
く
そ
う
と
し
た
。
明
治
八
年
の
布
告
で
は
、
各
学
科
の
「
大
意
」
を
試
験
す
る
こ
と

（
一
五
’
一
七
）

に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
大
意
」
の
二
字
を
削
り
、
試
験
を
難
し
く
し
た
。
明
治
三
一
（
一
八
七
九
）
、
一
三
（
一
八
八
○
）
年
に
お
け
る

生
理
学
害
刊
行
数
の
多
さ
は
、
そ
の
た
め
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
刊
本
の
内
容
検
討
を
し
て
い
な
い
現
在
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と

な
お
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
山
本
義
俊
訳
『
窮
理
人
身
論
』
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
東
京
医
学
社
編
『
医
学
七
科
問
答
生

（
一
一
一
）

理
篇
』
、
三
田
村
敏
行
『
小
学
生
理
害
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
年
表
に
は
、
次
の
機
会
に
入
れ
た
い
と
思
う
。

を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

文

文
献

（
一
）
内
山
孝
一

（
二
）
矢
部
一
郎

矢
部
一
郎

（
三
）
自
然
科
学
、

会
図
書
館

明
治
前
生
理
学
史
明
治
前
日
本
医
学
史
第
二
巻
日
本
学
術
振
興
会
八
五
’
三
二
七
頁
一
九
五
五
年

宇
田
川
椿
蓄
と
生
化
学
化
学
史
研
究
三
三
号
一
七
八
’
一
八
五
頁
一
九
八
五
年

宇
田
川
椿
蓄
と
生
理
学
植
学
啓
原
Ｉ
宇
田
川
椿
蓋
復
刻
と
訳
注
二
八
六
’
三
二
頁
講
談
社
一
九
八
○
年

医
学
、
農
学
、
工
学
、
家
事
、
芸
術
、
体
育
、
諸
芸
の
部
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
第
三
巻
国
立
国

一
九
七
三
年
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本
稿
は
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
六
月
二
七
日
の
日
本
医
史
学
会
例
会
、
翌
日
の
洋
学
史
研
究
会
で
、
「
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
の
生
理
学
書

の
出
版
」
と
い
う
題
に
よ
り
発
表
し
た
も
の
と
、
当
日
配
布
し
た
年
表
を
基
に
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
立
正
大
学
教
養
部
）

へ へ へへへへへ〆、へへ

＝二一○九八七六五四
レレレー耳し、ご廷ノンー

全二二二

七六荒四
一曹、－ノ曹

日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
古
医
学
資
料
目
録
日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
一
九
八
四
年

古
医
書
目
録
’
一
九
七
○
年
ｌ
順
天
堂
大
学
図
書
館
一
九
七
○
年

山
崎
文
庫
目
録
順
天
堂
大
学
図
書
館
一
九
六
九
年

古
医
書
目
録
慶
応
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
北
里
記
念
医
学
図
書
館
一
九
七
三
年

東
京
大
学
総
合
図
書
館
古
医
書
目
録
東
京
大
学
総
合
図
書
館
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
雄
松
堂
書
店
一
九
七
八
年

医
学
古
書
目
録
日
本
医
学
文
化
保
存
会
金
原
書
店
一
九
七
六
年

杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録
武
田
科
学
振
興
財
団
臨
川
書
店
一
九
八
二
年

改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
下
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
一
九
七
五
年

石
原
明
生
理
学
年
表
生
理
学
講
座
一
二
日
本
生
理
学
会
一
九
五
三
年

酒
井
シ
ヅ
、
水
間
棟
彦
一
九
世
紀
西
洋
医
学
の
受
容
ｌ
翻
訳
医
書
の
種
類
の
動
向
か
ら
ｌ
幕
末
の
洋
学
中
山
茂
編
一
西
一
’
二
五
八

頁
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
八
四
年

阿
知
波
五
郎
近
代
日
本
の
医
学
Ｉ
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡
Ｉ
思
文
閣
出
版
一
九
八
二
年

小
川
鼎
三
医
学
の
歴
史
二
○
九
’
一
二
○
頁
中
央
公
論
社
一
九
六
四
年

大
鳥
蘭
三
郎
明
治
の
医
学
明
治
文
化
史
五
学
術
二
八
一
’
二
八
四
頁
一
九
六
四
年

酒
井
シ
ヅ
日
本
の
医
療
史
四
一
八
’
四
二
二
頁
東
京
書
籍
一
九
八
二
年
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